
                       

                       

       
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 
 
 
 

          

３年生はいよいよ、卒業後の進路志望先を決定する時期となりました。書類には、締め切りが

あります。遅れないようにしっかり計画を立て、慌てないように準備を整えましょう。 

第
５
号 

令
和
元
年
８
月
30
日
（
金
） 

青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校 

進
路
指
導
部 

 
 
 

(1)
応
募
先
決
定 

 

(2)
応
募
前
企
業
見
学 

 
 

先
生
が
企
業
へ
連
絡 

 
 

①
旅
行
願 

 
 

②
旅
行
報
告
書 

(1)
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や 

説
明
会
に
参
加 

 
 

①
旅
行
願 

 
 

②
旅
行
報
告
書 

(2)
願
書
取
り
寄
せ 

(3)
希
望
出
願
先
提
出 

 

 
 

①
受
験
願 

(1)
書
類
作
成 

 
 

①
応
募
書
類
申
込
書 

 
 

②
履
歴
書 

(2)
応
募
書
類
発
送
（１
回
目
） 

 

県
外
9
月
3
日 

(

火) 

 

県
内
9
月
4
日 

(

水) 

(3)
就
職
試
験
手
続
き 

 
 

・旅
行
願 

(4)
就
職
試
験 

 
 

9
月
16
日
以
降 

 
 

・受
験
報
告
書
（就
職
） 

(1)
願
書
作
成 

 
 

①
入
学
願
書 

 
 

②
志
望
理
由
書
等 

 

(2)
願
書
発
送 

 

(3)
受
験
試
験
手
続
き 

 
 

・旅
行
願 

 

(4)
受
験 

 
 

・受
験
報
告
書
（進
学
） 

(1)
合
否
受
信 

(2)
手
続
き 

  
(3)
就
職
準
備 

(1)
合
否
受
信 

(2)
手
続
き 

 
 

①
入
学
金
の
振
込 

 
 

②
入
学
後
に
備
え
て
勉
強 

(3)
進
学
準
備 

「
要
約
す
る
・
書
く
・
答
え
る
」 

 
 

 

現
在
、
進
路
希
望
達
成
に
関
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
３
年
生
が

直
面
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
文
章
を
書
く
と

い
う
こ
と
で
す
。
就
職
希
望
者
な
ら
ば
、
履
歴
書
の
志
望
動
機

を
き
ち
ん
と
書
か
な
け
れ
ば
な
ま
せ
ん
。
進
学
希
望
者
で
も
、

小
論
文
・
志
願
理
由
書
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

就
職
・
進
学
と
も
に
必
要
な
も
の
は
文
章
を
「
書
く
こ
と
」
で

す
。
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、
機
械
で
す
ま
せ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
せ
い
か
、
高
校
生
が
文
章
を
書

く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
せ
い
か
、
ど
の
高
校
生
も

「
書
く
こ
と
」
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
「
書
く
こ
と
」
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
文
章
は
、

単
語
と
単
語
が
意
味
を
持
っ
て
結
び
つ
い
て
で
き
あ
が
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
頭
の
中
に
あ
る
「
言
葉
」
を
合
理
的

に
意
味
の
通
る
よ
う
に
つ
な
げ
れ
ば
、
文
章
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。
こ
の
「
言
葉
」
を
ど
れ
く
ら
い
も
っ
て
い
る
か
が
「
書
く

こ
と
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
言
葉
」
の
量
を

「
語
彙
」
と
い
い
ま
す
。
「
語
彙
」
を
増
や
す
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
、
少
し
難
し
い
と
思
え
る
文
章
を
読
む
こ
と
で
す
。
次

に
、
何
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
か
を
、
簡
単
に
要
約
し
て
文
章
を

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
単
調
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
読

む
」
→
「
要
約
す
る
」
を
繰
り
返
し
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２
０
０
字
程
度
で
良
い
で
す
。
き
っ
と
「
語
彙
」
の
量
が
格
段

に
増
え
文
章
が
作
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
と

言
葉
の
つ
な
げ
方
も
、
要
約
し
た
文
章
が
自
然
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
「
書
く
こ
と
」
が
で
き
る
と
、
面
接
試
験
で
必

要
な
「
答
え
る
こ
と
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。   

 
 
 
 
 
 
 
     

（
進
路
指
導
主
事 

佐
藤
光
男
） 

 
 

                            

（
進
路
指
導
主
事 

佐
藤
光

男
） 

                         



ご覧の進路だよりは、本校

のＨＰにて閲覧できます。 

また、過去の通信や、他の通

信も閲覧できますので、ぜひ

ご覧下さい。 

 

http://www.goshogawara-

ah.asn.ed.jp/ 

  
 

 
公
務
員
試
験
始
ま
り
ま
す
！ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

                  

               

  

       

            

９月 ９日（月）数学     １１日（水）国語 

 １３日（金）英語      ２０日（金）英語 

    ２４日（火）～テスト週間 

 ★１０月１日（火）～中間考査 

 

 

就
職
試
験
に 

備
え
る
！ 

 

夏
休
み
も
終
了
し
、
い
よ
い
よ
受
験
が
目
前
に
迫

っ
て
き
ま
し
た
。
試
験
直
前
に
な
る
と
不
安
か
ら

色
々
手
を
広
げ
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
直
前
は

あ
ま
り
手
を
広
げ
ず
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
を
何
度

も
繰
り
返
し
、
自
分
の
中
で
完
璧
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
進
路
の
手
引
き
」
を
参
照
し
て
試
験
の
流

れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
面
接
試
験
に
つ
い
て

も
対
策
は
重
要
で
す
。
面
接
で
は
学
業
面
や
社
会
活

動
面
、
ま
た
は
普
段
の
生
活
に
つ
い
て
な
ど
広
い
分

野
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
面
接
官
の
注
意
を

引
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
身
の
話
の
引
き
出
し
の

多
い
人
、
つ
ま
り
ア
ピ
ー
ル
材
料
を
多
く
持
っ
て
い

る
人
が
行
動
力
の
あ
る
幅
広
い
人
間
で
あ
る
と
印
象

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
部
活
動
や
課
外
活
動
な

ど
自
分
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
書
き
出
し
て
み

て
、
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
受
験
前
の
「
旅
行
願
」
、
受
験
後
の
「
受

験
報
告
書
」
な
ど
、
学
校
へ
提
出
す
る
書
類
も
忘
れ
ず

に
出
し
ま
し
ょ
う
。
（
對
馬
） 

 

 

 ９日（月） 進路志望調査提出 （全学年） 

１１日（水） 大学生と語る！キャリアサポート形成事業 

 （２学年） 

１３日（金） 進学及び資格取得・公務員講習申込〆切 

 
 

就
職
対
策
講
座 

 

７
月
23
日(

火)

、
７
月
24
日(

水)

、
３
学
年
の
就
職
希
望
者
全
員

を
対
象
に
、
菊
水
寮
の
食
堂
に
お
い
て
「
就
職
対
策
講
座
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
青
森
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ

お
も
り
か
ら
２
名
の
講
師
を
お
呼
び
し
、
本
校
の
就
職
希
望
の
生
徒

に
、
就
職
の
働
く
意
義
、
求
人
票
の
見
方
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面

接
指
導
に
至
る
ま
で
、
き
め
細
か
い
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
40
分

の
講
座
が
２
日
間
で
８
講
座
あ
り
、
内
容
も
大
変
充
実
し
て
い
ま
し

た
。 

 

１
日
目
は
、
働
く
意
義
や
進
路
選
択
の
方
法
、
ま
た
正
社
員
と
フ

リ
ー
タ
ー
の
違
い
に
つ
い
て
の
講
義
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
厳
し
い

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
「
働
く
理
由
」
を
じ
っ
く
り
考
え
る
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
P

R
の
考
え
方
と
書
き
方
を

学
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
履
歴
書
の
「
志
望
の
動
機
」
に
つ
な
が
る

こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
試
験
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
し
た
。
入
退
室
な
ど
の
基
本
動
作
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

模
擬
面
接
で
は
、
生
徒
同
士
が
面
接
官
役
な
ど
を
交
代
で
行
い
、
お

互
い
に
良
か
っ
た
点
な
ど
を
確
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
面

接
試
験
の
注
意
点
や
選
考
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

就
職
試
験
は
、
９
月
16
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
会
社
に
よ
っ
て
は
、

面
接
だ
け
で
な
く
、
適
性
試
験
、
作
文
、
学
科
試
験
な
ど
を
課
し
て

い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
就
職
試
験
に
自
信
を
持
っ
て
臨
め
る
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

就
職
担
当
：
山
口) 


